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第１回真室川町庁舎建設委員会【会議録要旨】 

日 時：平成 29 年 10 月 6 日（金）15 時～16時 30 分 

場 所：役場 3階会議室 

【会議次第】 

１．開  会 

２．委嘱状交付 

３．町長あいさつ 

４．真室川町庁舎建設委員会設置要綱について 

５．委員紹介 

６．委員長及び副委員長の選出について 

７．議  事 

 （1）委員会の会議運営について 

 （2）庁舎建設のこれまでの経過について 

 （3）その他 

８．閉  会 

 

【委員の出席状況】 

沓澤康平委員長、池田廣一副委員長、外山正利委員、大友又治委員、井上夏来委員、

笹原 透委員、佐藤 保委員、庄司一夫委員 （※欠席委員 柴田悟委員） 

 

【事務局等の出席状況】 

 井上 薫町長、佐藤佐幸総務課長、髙橋雅之総務課長補佐、佐藤正美総務課長補佐 

 （※町長は「町長あいさつ」まで） 

 

【傍聴人数】 

 なし 

 

【会議内容】 

 １．事務局（総務課長）の進行で開会 

 

 ２．井上薫町長より各委員に委嘱状を交付 

 

 ３．井上町長よりあいさつ 

   「昨年度、新庁舎建設検討委員会にて検討のうえ基本計画を策定頂き、平成 32

年度までに新庁舎を建設することで、本年度基本設計に着手しているが、県内の公

共施設の建設状況を見ると、労務単価や資材の高騰や職人不足等の影響もあり当初

想定しなかった問題も出てきているようだ。庁舎建設についてはさまざまな課題が

あろうかと思うが、50 年に一度の事業であり、忌憚のないご意見を頂戴しながら
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町としてもしっかりと進めてまいりたい。」 

 

４．真室川町庁舎建設委員会設置要綱について（資料 2-1） 

  事務局が真室川町庁舎建設委員会設置要綱を説明し承認。 

 

５．委員紹介（資料 1） 

   事務局が委員、事務局を紹介。 

 

 ６．委員長及び副委員長の選出に先立ち、各委員を事務局より紹介。 

   続いて、委員長等選出に入り、委員長に沓澤康平委員、副委員長に池田廣一委員 

  を互選。以降、沓澤康平委員長が議長となり進行。 

 

７．議事 

（1）委員会の会議運営について（資料 2-2～4） 

   庁舎建設の推進体制、委員会審議等事項、会議運営について（案）及び傍聴要

領（案）について、事務局より説明。 

 

【質疑内容】 

（委 員）会議は原則公開ということであるが、傍聴人数について制限はないのか。 

（事務局）傍聴要領にあるように定員は会議室の大きさによりあらかじめ決定すること

としており、原則として庁舎 3階会議室での開催を予定していることから、Ｈ

Ｐ等であらかじめ会議開催周知を行う際に、その人数についても決定のうえ併

せて周知したいと考えている。 

（委員長）委員会の会議運営については事務局から説明があったとおりでよろしいか。 

【 異議なし多数 】 

（委員長）それでは、会議運営について（案）及び傍聴要領（案）の（案）をとってく

ださい。 

 

（2）庁舎建設のこれまでの経過について（資料 5～6） 

   役場庁舎建設基本計画及び基本計画策定後の経過について、事務局より説明。 

 

【質疑内容】 

（委 員）一昨年度の「庁舎の在り方委員会」の際に、他市町の庁舎を視察させていた

だいたが、身の丈にあった庁舎を建設していく必要がある一方、コストを抑え

るあまり、後でもっとお金をかければよかったという結果にならないようにし

なければならないと感じた。（事務局の）説明の中で、選定された事業者の技

術提案では、構造が鉄骨造ということだが、鉄筋コンクリート造と比較し、耐

用年数が 10 年くらい少ないのではないのか。また、防災の拠点としても位置

付けているが、防災時の備蓄品はどの様なものをどれくらい想定しているのか。 
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（事務局）庁舎の構造について、技術提案では鉄骨造ということであったが、現在、他

の構造との比較分析を事業者に指示しており、その結果をもとに判断していく

ことになるため、現段階では鉄骨造で決定ということではない。 

また、備蓄品の内容については、職員からなる内部の危機管理部会等で今後

検討していくことになるが、庁舎に長期間避難することは想定していないため、

一次避難等の対応が中心になるものと思われる。なお、説明にはなかったが、

庁舎建設と併せ、元町及び末広一の消防ポンプ庫についても、老朽化が著しく

統合のうえ新築を行う計画がある。その際、庁舎内部よりも、その建物に防災

資材庫等を併設することで、現在廃校等に分散している物資をある程度集約し、

二次避難所への物資の搬送等がよりスムーズに行えるのではないかと考える

ことから、庁舎建設と併せて検討していきたい。 

（委員長）庁舎建設のこれまでの経過について、事務局から説明があったとおりでよろ

しいか。 

【 異議なし多数 】 

 

（3）その他（資料 7） 

   庁舎建設の流れについて、事務局より説明。 

次回委員会を 12月中に行うことで確認。 

（事務局）なお会議運営について、開催時間を「各委員が出席しやすい時間帯を考慮し

て設定する。」としているが開催時間について、各委員のご意見を伺いたい。 

（委 員）委員が出席しやすい時間帯もそうだが、会議を公開としていることから、町

民が傍聴しやすい時間帯の設定を考慮すべきと思われるため、日中よりも夜等

の早い時間帯の方がよい。 

（委員長）ただいま、会議の時間帯についてご意見がありましたが、次回の開催につい

て、夜の早い時間帯ということでよろしいでしょうか。 

【 異議なし多数 】 

 

（委員長）他に意見がなければ、議事を終了します。 

 

・その後、技術提案時の模型を囲み、意見交換を実施。その際に出た意見は以下のとお

り。 

（委 員）図面を見るより、建物の良い点・悪い点・開放部分の活用方法等がイメージ

しやすいことから、展示する場所や時間を定めて、町民から広く意見を集めて

はどうか。 

（事務局）模型の大きさや展示できる場所も限られる。また、担当職員からある程度の

説明が必要と思われるため、可能な日時や時間帯について検討したい。 

 

７．閉  会                            

以 上 
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委嘱状交付 

委員会の様子 

技術提案時の模型を囲ん

で意見交換 


